
収入の部

支出の部

清掃管理事業原価 104,799

グレステンスキ－事業原価 1,425

一般管理費 24,091

特別損失 2,000

支出合計 132,315

税引前当期利益 3,070

法人税充当額 533

当期利益 2,537

６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

津
別
町
振
興
公
社
と

相
生

（株）

（株）

振
興
公
社
の
平
成

年
度
決
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

26

の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
っ
て
事
業
報
告
と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

振
興
公
社
決
算
報
告

津別町振興公社損益計算書 単位：千円

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
岐
・
活
汲
小
学

校
の
特
別
清
掃
業
務
を
除
き
、
日
常
清
掃
業
務

８
施
設
、
特
別
清
掃
業
務

施
設
、
施
設
管
理

１２

業
務

施
設
、
公
園
管
理
業
務
６
施
設
、
公
衆

１１

浴
場
管
理
業
務
１
施
設
は
、
ほ
ぼ
当
初
の
計
画

ど
お
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
事
業
に
つ
い
て
は
、
グ
レ
ス
テ

ン
ス
キ
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
～

月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休

１０み
期
間
中
の
営
業
と
し
、
営
業
日
数

日
で
１

８５

２
８
７
人
（
前
年
度
１
１
１
０
人
）
と
昨
年
度

を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
し
た
。

津
別

世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
～

２１

月
ま
で
毎
日
利
用
可
能
と
し
、
日
帰
り
利
用

１０者
５
８
０
人
（
前
年
度
４
２
９
人
）、
宿
泊
利
用

者
１
８
０
４
人
（
前
年
度
１
７
７
８
人
）
と
前

年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
事
業
撤
退

か
ら
７
年
を
経
過
し
、
１
９
４
９
万
２
千
円
ま

で
あ
っ
た
累
積
赤
字
を
本
年
度
に
お
い
て
す

べ
て
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
常

勤
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節
職

員
の
職
員
総
数

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

５６

行
い
ま
し
た
。

《
平
成

年
度
》

２６

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
つ
い
て
は
、

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

14

平
成

年
8
月
に
「
道
の
駅
」
と
し
て
登
録

15

さ
れ
、
来
場
者
は
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
来
場
者
数
、
売
り
上
げ
と
も

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
そ
の
脱
却
に
挑
ん
で
参

２６

り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
続
く
赤
字
は
回
避

し
た
も
の
の
非
常
に
厳
し
い
状
況
は
続
い

て
い
ま
す
。
収
入
は
対
前
年
比
1
・

％
増
、

28

1
2
7
万
円
増
と
な
り
、
最
終
的
に
は
、
税

引
き
前
当
期
利
益

万
2
千
円
を
計
上
し
、

67

法
人
税
等
充
当
額

万
6
千
円
を
差
し
引

17

い
て
、
当
期
純
利
益

万
6
千
円
と
い
う
結

49

果
に
な
り
ま
し
た
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
ば
・
豆
腐
製

造
販
売
部
門
で
は
2
人
の
職
員
と
平
均
３

人
の
パ
ー
ト
職
員
を
配
置
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
協
力
を
得
な
が
ら
業
務
を
行
い

ま
し
た
。

津

別

町

振

興

公

社

相

生

振

興

公

社

清掃管理事業収入 133,514

グレステンスキ－事業収入 1,660

事業外収入 211

特別利益 0

収入合計 135,385

収入の部

支出の部

店舗販売事業収入 81,023

公共施設管理事業収入 3,705

事業外収入 164

収入合計 84,892

店舗販売事業原価 55,768

公共施設管理事業原価 3,653

一般管理費 24,799

支出合計 84,220

税引前当期利益 672

法人税等充当額 176

当期利益 496

相生振興公社損益計算書 単位：千円

（平成26年4月1日から平成27年3月31日まで）

３
月

日
開
催
の
第
１
回
の
ま
ち
な

27

か
再
生
協
議
会
で
は
、
推
薦
団
体
等
よ

り
選
出
さ
れ
た
津
別
町
の
次
世
代
を
担

う
委
員
の
皆
様
と
、
役
場
担
当
者
で
行

わ
れ
、
町
長
か
ら
の
委
嘱
状
交
付
の
後
、

担
当
者
よ
り
津
別
町
の
中
心
市
街
地
の

状
況
、
ま
ち
な
か
再
生
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
の
説
明
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

４
月

日
開
催
の
第
２
回
か
ら
は
取

17

り
組
み
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

一
般
公
開
形
式
に
て
行
い
ま
し
た
。
事

業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
筑
波
大

学
大
澤
教
授
、
津
別
町
と
筑
波
大
学
の

橋
渡
し
役
で
あ
る
中
川
教
授
、
筑
波
大

学
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
小
樽
商
科
大
学
大
津
准
教
授
、

事
業
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
ふ
る
さ

と
財
団
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
授
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
こ
の
事

業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
を

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
方
か
ら

は
、
ふ
る
さ
と
財
団
の
取
組
内
容
に
つ

い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

議
の
最
後
に

は
事
業
の
今

後
の
進
め
方

に
活
用
す
る

た
め
委
員
、

講
師
の
方
へ

ア
ン
ケ
ー
ト

を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

５
月

日
開
催
の
第
３
回
で
は
、
ま

22

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
ご
と
に
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
、
学
ん
で
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
山
本
幸
子
助
教
に
よ
る

「
建
築
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
て
人
の
流

れ
を
変
え
る
」
と
題
し
た
空
き
家
活
用

に
関
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の

講
演
を
も
と
に
、
委
員
同
士
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発
表
を
行
い
、

山
本
助
教
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

委
員
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で

は
「
高
齢
者
、
子
供
、
若
者
が
「
集
え

る
場
」
が
ほ
し
い
」「
空
き
家
の
現
状
把

握
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
主
体
と
な
る

担
い
手
は
誰
が
よ
い
の
か
」
な
ど
短
い

時
間
の
中
で
も
様
々
な
意
見
や
議
論
が

交
わ
さ
れ
、
委
員
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
が
伝
わ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
参
加
者
の
方
か
ら
の
意

見
で
は
、「
昔
は
子
供
た
ち
が
集
ま
る
機

能
と
し
て
駄
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
」

「
宮
坂
さ
ん
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
屋
さ

ん
の
よ
う
な
場
が
あ
っ
た
ら
子
供
た
ち

が
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
」「
裂
き
織
り
と

い
っ
た
手
芸
を
す
る
と
い
う
目
的
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
高
齢
者
の
方
が
集
ま

り
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
の

で
は
」と
い
っ

た
、
地
域
の

歴
史
や
実
情

を
踏
ま
え
た

意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

6
月

日
に
は
ま
ち
な
か
再
生
事
業

12

の
取
組
み
を
町
内
外
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
司
会
、
進

行
は
津
別
町
と
の
連
携
機
関
で
あ
る
筑

波
大
学
、
小
樽
商
科
大
学
の
学
生
に

担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
な
る
貴

重
な
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
基
調
講
演
「
逆
境
を
強
み
に
」

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
代
表
取
締

役
社
長

井
畑
滋
様

○
講
演
「
ロ
ー
カ
ル
パ
ス
タ
イ
ム
（
地

域
の
娯
楽
）
と
そ
の
可
能
性
」

東
京
国
際
映
画
祭
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

小
西
弘
樹
様

○
講
演
「
北
海
道
に
お
け
る
道
路
と
地

域
の
活
性
化
」

北
海
道
開
発
局
建
設
部
道
路
計
画
課

長

和
泉
晶
裕
様

厳
し
い
環
境
の
中
、
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
を
創
設
し
、
逆
境
を
強
み
に
し

て
、
チ
ー
ム
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
歴

史
背
景
、
過
疎
地
域
が
弱
み
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
、「
地
域
の
娯
楽
」
に
な
り

う
る
可
能
性
が
あ
る
。
道
の
駅
、
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
の
観
光
と
し
て
の

可
能
性
、
と
い
っ
た
講
演
内
容
に
参
加

者
の
皆
様
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
に
は
、
前
日

に
行
わ
れ
た
、
筑
波
大
学
学
生
と
ま
ち

な
か
再
生
協
議
会
委
員
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
山
上
裕

一
朗
さ
ん
、
工
藤
伸
也
さ
ん
、
難
波
茂

さ
ん
、
田
島
博
光
さ
ん
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
と
し
て
人

口
減
少
、
空
き
家
対
策
等
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
な
い
も
の
ね
だ
り
か
ら
の
脱
却
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
津
別
町
で
」

「
津
別
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
」「
6

次
産
業
化
で
津
別
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
」
と
い
っ
た
、
筑
波
大
学
生
と
の
熱
心

な
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
は
、
委
員
の
皆
様
の
津

別
町
を
想
う
気
持
ち
が
詰
ま
っ
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
１
２
５
名
の
出

席
が
あ
り
、
こ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
皮
切
り
に
津
別
町
の
取
組
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
、
筑
波
大

学
と
の
連
携
の
下
、
ま
ち
な
か
再
生
事

業
を
更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

プロデューサーを務める大澤教授

第
１
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

第
２
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会

第
３
回
ま
ち
な
か
再
生
協
議
会筑波大学・山本幸子助教

シンポジウム会場の様子

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線240）


